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第１４９回：カメレオンの派閥 

 

今月開かれた中国共産党第１８回大会で、中国の新指導部がほぼ決まり、日本の中国屋にも少し余裕が

生じたので、先週日本橋の蕎麦屋で早めの忘年会を開いた。情報集めの苦労話や、偽情報に引っ掛かり

大恥をかいた失敗談等で盛り上がったが、今回は前回の党大会（０７年）や、前々回（０２年）と異なり、

DwNews(米国の華字紙)のように安定感のある情報源が少なく、乱れ飛ぶ玉石混交の情報に振り回されて、

指導部の派閥構成や合従連衡の状況は最後まで不透明であった。中国には共青団、太子党、江沢民派

（上海派）と３つの派閥が存在しており、現状江沢民派が優勢等々、まるで見てきたような講釈を垂れてきた

中国屋連中だが、本音を云えば、いまでもさっぱり分からないのである。 

 

若いころに中国共産党の青年部で働き、同志の輪を広げてきた共産主義青年団派（団派）は比較的読み

やすい派閥だ。胡錦濤が共青団中央書記（後に第一書記）を勤めた８２年から８５年ころ直属の部下だった

連中を見れば一目瞭然である。（注：以下は原則党政治局委員。カッコ内は１１月現在の主要職務） 

当時北京の共青団本部で胡錦濤を補佐していたのが宋徳福（後に胡錦濤の後を継ぎ第一書記、故人）、

李克強（序列２位・副首相）と李源潮。胡錦濤の「一宋二李」として名高い逸材である。当時李克強が「学校」、

李源潮は「宣伝」を担当し、劉延東（国務委員）も執行部の重要構成員であった。一方共青団の地方支部で

は劉奇葆（宣伝部長）・汪洋（広東書記）コンビが安徽省で書記・副書記を勤め、内蒙古は劉雲山（序列５位・

中央書記処書記）、吉林省は杜青林（中央書記処書記）、河北省は栗戦書（弁公庁主任）が指導者だった。

彼らは正に同じ釜の飯を食った同志である。新政治局委員には、彼ら以外にも韓正（上海書記）や孫春蘭

（天津書記）のように、若いころに共青団の末端組織の責任者を勤めた経験のある人物もいるが、中国では

ちょいと頭の良い若手公務員が市町村や所属工場で共青団支部長を勤めるのは、ごく一般的な通過点で

あり、韓正が「オレは団派だ」と自慢したら、温厚な李克強や栗戦書でもムッとするだろう、きっと。 

 

江沢民派の分類は共青団派のそれより更に複雑で、サルでも分かる江沢民派は、前上海書記の兪正声

（序列４位）ひとり。太子党の中心人物でもあるが、江沢民がことある都度、彼のことを誉めてきたのは有名

な話で、人から訊かれもしないのに「兪正声の仕事ぶりは素晴らしい」と発言するほどの惚れ込みようだ。

江沢民の故郷は長江下流の揚州市だが、彼は上海の市長や書記時代に実力を蓄え、鄧小平によって中国

のトップに指名された経緯もあり、上海はいまでも彼の金城湯池である。江沢民は一時期、後継者に陳良宇

（政治局委員・上海書記）を考えていたふしがあるが、陳良宇は江沢民の威光を笠に公然と胡錦濤と温家宝

に逆らい、その罰が当たり０６年、汚職の罪で失脚した。上海はむかしから反逆者の輩出地であり、第二の

陳良宇を出さないために、上海に派遣されたのが習近平、その後任が兪正声、そして０３年から今月まで、

一貫してＮｏ２の市長を勤めてきたのが韓正である。彼らは昔からの江沢民派ではないが、上海を登龍門と

為すためには地元のボスの機嫌を損ねないことが肝要であり、そのあたりの配慮や気配りを忘れなかった

習兪韓トリオが結果的に昇格に成功した。中国最高指導部のチャイナセブンのなかでは、習近平と兪正声
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の他、張徳江（序列３位）と張高麗（序列７位）が江沢民派と云われるが、中国で最高指導部まで登りつめる

連中は、みんなカメレオンのような習性を身につけており、「全方向ゴマスリ器」の某政治局委員がたまたま

江沢民の方を向いているから、あいつは江沢民派だと判断してもあまり意味はない。因みに張徳江のニック

ネームは「政界の魔術師」だそうな。魔術師が変わり身の早い八方美人を指すのは云うまでもない。 

 

そして最も不可解なカテゴリーが太子党である。太子党の厳密な定義は①少なくとも副部長級（次官級）

以上の親を持ち、かつ②本人が特権階級の子弟たちで構成されるサークルのメンバーであることだ。この

定義を用いて太子党の代表的人物を、その程度順に並べると①薄熙来（既に失脚）、②兪正声、③王岐山

（序列６位・規検委主任）、③劉延東、④習近平となろう。政治局委員以外では、今回解放軍の軍事委員会

に入りそこなった劉源（総後勤部政治委員）が劉少奇元国家主席の遺児として該当する。 

政治局委員のなかで真の太子党といえるのはこの４人だけだ。張徳江は微妙、李源潮は違う。李源潮の

父親は抗日戦争で活躍した軍人で、６０年代に上海市副市長を勤めた。従って李源潮は太子党の有資格者

だが、江蘇省の田舎で育ち、社会人になってからは共青団勤務が長かった関係で、彼の周辺には団派の

友人が多く、太子党人脈との緊密度は極めて薄い。父親の高官レベルは李源潮と大きくは変わらないのに、

なぜ兪正声や劉延東が太子党かといえば、育った環境が全く異なる。兪正声は北京八一小学校から北京

第四中学を経て、ハルビン軍事工程学院という高級幹部の子弟が進む典型的エリート・コースを歩み、その

縁で彼の友人ネットワークは鄧小平・陳雲といった華麗なる一族で溢れている。もし兪正声が知人から息子

の就職斡旋を頼まれたら、電話一本で済むだろう。これが太子党だ。 

劉延東の父親は長征に参加した老幹部。１９４５年に共産党の根拠地延安を流れる延河の東岸で生まれ

たので延東と名付けられた。幼児のころ鄧六金（江沢民派の元老・曽慶紅の母親）が運営する保育園で、党

指導者の幼児たちと一緒に育てられ、それが彼女の人脈の基礎となっている。筋金入りの太子党である。 

 

今回の新執行部を見ると、兪正声や習近平、王岐山クラスはともかく、李源潮や張徳江レベルの父親を

持つ太子党有資格者が中央委員のなかにごろごろいるのに驚く。労農同盟を基礎とする共産党だが、これ

まで教育レベルが低水準にあった中国で、貧農や現場労働者の子供は高等教育を受ける機会を逸しがち

となり、汪洋のように社会の底辺から這い上がってきた指導者は案外少ないのである。（了） 

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。   

                                   平成２４年１１月２６日   

筆者プロフィール 

杉野光男 

東洋証券株式会社 主席エコノミスト 

一橋大学商学部卒、 三菱信託銀行（現三菱 UFJ 信託銀行）入社、上海華東師範大学へ留学 

同行北京駐在員、上海駐在員事務所長、理事中国担当部長を経て、２００７年より現職 

著書  日本の常識は中国の非常識（時事通信社）、中国ビジネス笑劇場（光文社）等 
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ご投資にあたっての注意事項 
手数料等およびリスクについて 
①株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2075％（税込み）（約定代金が260,869円以下の場合は、

3,150 円（税込み））の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得いただく場合には、購入

対価のみをお支払いいただきます。 

 国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8400％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 外国株式は、株価の変動および為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0840％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.20％（税込み）（約定

代金が 2,625 円に満たない場合は、2,625 円（税込み））の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金

が必要となります。 

 株価指数先物・株価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損

失が生じるおそれがあります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


